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町長就任あいさつ 

町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
主
催
の
「
第
二
十
九
回
少

年
の
主
張
大
会
」
が
六
月
十
日
、
中
央
公
民
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

小
学
生
・
中
学
生
の
順
で
、
心
に
感
じ
た
こ
と
考
え
た

こ
と
な
ど
の
力
強
い
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。 

審
査
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
　
　
　
　
（
敬
称
略
） 

【
最
優
秀
】 

加
藤
雅
隆
（
笠
松
中
三
年
）　
宮
田
真
那
依
（
笠
松
中
三
年
） 

  

▼
最
優
秀
に
選
ば
れ
た
加
藤

さ
ん
（
左
）
は
「
サ
ポ

ー
タ
ー
さ
ん
の
支
援
の
中

で
」
、
宮
田
さ
ん
（
右
）

は
「
弟
の
存
在
」
の
テ

ー
マ
で
発
表 

  

【
優
　
秀
】 

小
川
翔
耀
（
松
枝
小
六
年
）　
　
西
松
芽
以
（
松
枝
小
六
年
） 

山
根
拓
巳
（
笠
松
小
六
年
）　
　
伊
藤
優
香
（
笠
松
小
六
年
） 

藤
井
淳
俊
（
下
羽
栗
小
六
年
）　
　
木
島
麻
並
（
下
羽
栗
小
六
年
） 

伊
藤
汐
里
（
笠
松
中
三
年
）　
　
市
川
雄
也
（
笠
松
中
三
年
） 

千
村
舞
衣
（
笠
松
中
三
年
） 

  

な
お
、
最
優
秀
に
選
ば
れ
た
二
人
は
、
町
の
代
表
と
し

て
岐
阜
県
大
会
出
場
者
選
考
委
員
会
に
推
薦
さ
れ
ま
し

た
。 

社
会
や
人
と
の
関
わ
り
な
ど
を
テ
ー
マ
に
発
表 

 

第
二
十
九
回 

　
少
年
の
主
張
大
会
を
開
催 

安全・安心と夢ある笠松町をめざして 

笠
松
町
長
　
広
江
正
明 

こ
の
た
び
の
町
長
選
挙
に
お

き
ま
し
て
、
町
民
の
皆
様
の
暖

か
い
ご
支
援
に
よ
り
、
引
き
続

き
三
期
目
の
町
政
を
担
わ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
こ
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
私
に
課
せ

ら
れ
ま
し
た
責
任
の
重
大
さ
を

改
め
て
痛
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

今
回
の
選
挙
結
果
を
真
摯
に

受
け
と
め
、
今
ま
で
以
上
に
町

民
の
皆
様
と
町
政
な
ど
に
つ
い
て

直
接
対
話
す
る
場
を
設
け
る
な

ど
皆
様
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、

自
助
・
共
助
・
公
助
を
基
本

理
念
と
し
た
「
住
民
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
と
と
も

に
、
将
来
的
に
も
夢
の
持
て
る

笠
松
町
を
目
指
し
、
新
た
な
決

意
と
情
熱
を
持
っ
て
専
心
努
力

し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

現
在
、
厳
し
い
財
政
状
況
の

中
、「
笠
松
町
行
財
政
改
革
推

進
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
町
民

の
皆
様
の
ご
理
解

ご
協
力
を
得
な
が

ら
踏
み
込
ん
だ
行

財
政
改
革
に
取

り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
そ
の
最
終

年
度
に
あ
た
り
、

足
腰
の
強
い
財
政

基
盤
の
実
現
に

努
め
る
だ
け
で
な

く
、
今
後
は
将

来
の
笠
松
町
を

活
性
化
さ
せ
る
た

め
の
施
策
を
積
極

的
に
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。 

ま
た
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
全
て
の
人
々
が
人
権
尊
重

の
理
念
を
正
し
く
理
解
し
、
お

互
い
に
思
い
や
り
の
心
を
持
ち

暮
ら
し
て
い
く
こ
と
は
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
を
か
か
え
る
現
代
社

会
に
お
い
て
重
要
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
全
町

あ
げ
て
「
道
徳
の
町
・
笠
松
」

を
目
指
し
、
社
会
に
貢
献
し
よ

う
と
す
る
精
神
を
育
み
、
感
動

す
る
心
、
正
義
感
、
自
然
を
大

切
に
す
る
心
な
ど
を
醸
成
し
て

ま
い
り
ま
す
。 

一
方
で
ご
み
焼
却
施
設
の
建
設
、

消
防
防
災
体
制
の
確
立
な
ど
広

域
的
な
視
野
で
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
施
策
も
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ら
は
近
隣
自
治
体

と
の
連
携
を
取
り
な
が
ら
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。 

今
後
と
も
全
身
全
霊
を
か
け

町
政
運
営
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の
一
層
の

ご
支
援
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
、
町
長
就

任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。 

南谷選挙管理委員会委員長から当選証書を受ける広江町長 



【問合先】岐阜地方裁判所総務課　1２６２-５１２１ 
 

第３２号議案   専決処分の承認について      
○笠松町税条例の一部を改正する条例        
【住　民　税】上場株式などの配当・譲渡益に係る、
軽減税率の適用期限の延長など        
【固定資産税】既存住宅のバリアフリー改修を行った
場合の税の軽減制度の創設        
【た ばこ 税】特例税率の廃止など        

○平成１９年度一般会計補正予算        
補正額：305千円　同報系防災行政無線の自動放送  
装置の破損による増額補正        
第３３号議案　羽島郡二町教育委員会委員の選任同意
　について      

任期満了となる、記野世寧氏の後任および旧川島町
推せん委員の辞職に伴う選任        
　【後任委員】  岩井弘榮氏 （米野２０１番地）   
    　　　　　　黒田　修氏 （田代３８７番地）   
第３４号議案　人権擁護委員候補者の推せんについて 
より一層きめ細やかな啓発および相談活動ができるよう

にと、委員を４名から６名に増員        
　【新任委員】 廣　とし子氏（長池２６３番地の２）   
    　　　　　 杉山詞一氏（円城寺１４４３番地）   
第３５号議案   笠松町修学助成基金条例について      
（財）国際調和クラブからの指定寄附金による、奨学

金の支給を行うための笠松町修学助成基金を設置        
第３６号議案　笠松町公共施設巡回町民バス設置条例
　の一部を改正する条例について      
　道路運送法の改正による規定整備        
第３７号議案　笠松町非常勤の特別職職員の報酬及び
　費用弁償に関する条例の一部を改正する条例につ
　いて      
　投票管理者など費用弁償額（報酬額）の引き下げ        
第３８号議案　笠松町消防団員等公務災害補償条例の
　一部を改正する条例について      

非常勤消防団員等に係る損害補償の基準を定める政令
の一部改正に伴う規定整備で、加算額（日額）の引上げ 

 
 
 
 
 
第３９号議案　平成１９年度笠松町一般会計補正予算      

補正額：53,381千円　 
補正後歳入歳出予算額：5,434,573千円     
４月の職員異動に伴う人件費の減額（△36,534千円）、

３歳未満児の児童手当月額が５千円から１万円に増額（第
１子、第２子に限る）されたことによる増額（28,051千円）
などの増額補正        
第４０号議案　平成１９年度笠松町老人保健特別会計補正予算      

補正額：30,702千円   
補正後歳入歳出予算額：1,812,752千円     
前年度事業費の精算に伴い、支払基金などへの返

還金並びに、一般会計への繰出金などの増額補正        
第４１号議案　平成１９年度笠松町国民健康保険特別
　会計補正予算      

補正額：△1,015千円    
補正後歳入歳出予算額：2,283,325千円     
４月の職員異動に伴う人件費の減額補正　　　        
第４２号議案　平成１９年度笠松町介護保険特別会計補正予算      

補正額：1,776千円    
補正後歳入歳出予算額：1,278,846千円     
４月の職員異動に伴う人件費の増額補正　　　        
第４３号議案　平成１９年度笠松町下水道事業特別会計補正予算      

補正額：588千円    
補正後歳入歳出予算額：801,861千円     

　４月の職員異動に伴う人件費の増額補正 
（提出議案はすべて可決） 

 
【報告】平成１８年度繰越明許費繰越計算書 
【提出】平成１８年度笠松町土地開発公社決算 
　　　  平成１８年度財団法人笠松町地域振興公社決算 

    （加算額） 

配偶者以外2人目まで    200円 

配偶者以外3人目以降    167円 

 （加算額） 

配偶者以外　 200円 
 

　国民の皆さんに裁判に参加していただく「裁判員制度」が平成２１年５月までに始まります。 
裁判所では、裁判員制度に関心を持ち、理解していただくためにさまざまな方法で情報を提供しています。 
○裁判員制度ウェブサイト　http://www.saibanin.courts.go.jp/ 
○携 帯 サ イ ト　http://www.saibanin.courts.go.jp/k/ 
○裁判員制度広報用映画　「評議」・「裁判員～選ばれ、そして見えてきたの～」 
○ア　　　ニ　　　メ　「ぼくらの裁判員物語」 
○パ ン フ レ ッ ト 「よくわかる！ 裁判員制度Q＆A」 
 



国
民
健
康
保
険 

出
産
育
児
一
時
金
の 

 

受
取
代
理
制
度
が 

で
き
ま
し
た 

【投票日】7月29日（日） 

【時　間】午前7時～午後8時 

【場　所】第１投票区　笠松中央公民館 集会室 

　　　　 第２投票区　松枝公民館 

　　　　 第３投票区　下羽栗会館 

 

【月　日】7月29日（日） 
【時　間】午後9時～ 
【場　所】笠松中央公民館　3階大ホール 
 

・昭和６２年７月３０日以前に生まれ、平成１９年４月１１日以
前に笠松町で住民基本台帳（住民票）が作成され、町
の選挙人名簿に登録されているかた 

　投票日に「仕事中」「投票区の区域外に旅行中」などの
理由で投票できないかたは、次の要領で期日前投票ができ
ます。 
【期　間】７月１３日（金）～７月２８日（土） 
【時　間】午前８時３０分～午後８時 
【場　所】役場 １階 住民課ロビー 
【方　法】宣誓書に書かれている事由を選択し、住所、 
　　　　氏名、性別、生年月日を記入します。印鑑は不要 
　　　　です。（入場券がなくても投票できます。） 

　身体に次のような重度の障害があるかたは、郵便によ
り自宅で投票することができます。 
・身体障害者手帳をお持ちのかたで、両下肢、体幹また
は移動機能の障害が１級か２級のかた、心臓、じん臓、
呼吸器、ぼうこう、直腸または小腸の障害が１級か３級
のかた、免疫の障害の程度が１級から３級のかた 

・戦傷病者手帳をお持ちのかたで、両下肢、体幹または
移動機能の障害が特別項症から第２項症までのかた、
心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、直腸または小腸の障
害が特別項症から第３項症までのかた 

・介護保険の被保険者証をお持ちのかたで、要介護状
態区分が要介護５のかた 

　７月１２日（木）発送 
　万一、入場券をなくしたときでも投票はできますので、
投票所で係員に申し出てください。 
　入場券が届かない場合は、町選挙管理委員会へお
問い合わせください。 

笠松町選挙管理委員会　1３８８－１１１１ 

投　　票 

投票できるかた 

期日前投票 

在宅投票 

開　　票 

投票所 
入場券 

問 合 先  

自
治
功
労
者
表
彰
が
六
月
八
日
役
場
で
行
わ
れ
、
町
議

会
議
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
町
政
発
展
に
尽
く
さ
れ
た

尾
関
洋
治
さ
ん
（
桜
町
）
に
表
彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。 

出
産
育
児
一
時
金
（
三
十
五
万
円
）

の
支
給
に
つ
い
て
、
出
産
後
に
世
帯
主
に

お
渡
し
す
る
従
来
の
方
法
の
ほ
か
に
、

出
産
前
に
医
療
機
関
な
ど
を
受
取
代
理

人
と
し
て
出
産
育
児
一
時
金
を
申
請
す

る
制
度
が
で
き
ま
し
た
。（
医
療
機
関
な

ど
の
承
諾
が
必
要
） 

出
産
後
、
出
産
育
児
一
時
金
を
直
接

医
療
機
関
な
ど
の
口
座
に
振
り
込
む
こ

と
で
、
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
に
お
い
て

出
産
費
用
を
支
払
う
負
担
が
軽
減
で
き

ま
す
。 

○
制
度
を
利
用
で
き
る
の
は
、
次
の
要

　
件
を
満
た
す
か
た
で
す
。 

・
被
保
険
者
の
出
産
に
つ
い
て
、
一
時
金

の
支
給
を
受
け
る
見
込
み
が
あ
る
こ
と 

・
出
産
予
定
日
ま
で
一
月
以
内
で
あ
る

こ
と 

・
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
な

い
こ
と 

こ
の
制
度
を
利
用
さ
れ
る
か
た
は
、

出
産
育
児
一
時
金
請
求
書
に
母
子
健

康
手
帳
な
ど
出
産
予
定
日
を
証
明
す
る

書
類
を
添
え
て
、
役
場
住
民
課
保
険

年
金
担
当
窓
口
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

【
問
合
先
】
住
民
課 

自
治
功
労
者
表
彰 

尾
関
洋
治
さ
ん 



 

この大会は、消防団員の消防技術の向上と士気の高揚を図ることを目的に、県下の消防団から、３１チーム（予定）
が出場してポンプ車操法で競い合うもので、羽島郡を会場に開催されるのは実に３０年振りです。 

町消防団の出場する選手は、上位入賞を目指し、大会当日まで、約７５日間の厳しい訓練に励んでいます。皆さん、
ぜひ、会場で選手を応援してください。また、バザー会場が設置され、各種アトラクションも行われますので、ご家族そろ
ってお越しください。 

後
藤 

良
一 

長
谷
部
佳
哲 

坂 
健
太
郎 

藤
田 

祐
史 

廣
江 

正
昭 

大
川 

敦 

奥
村 
敬
宗 

（敬称略） 

会場案内図  

出場選手紹介（Ｈ19.4.21結団式にて撮影） 

訓　練　風　景 

選手代表コメント（選手代表 廣江正昭） 

私たちは、輝かしい伝統を誇る「笠松町消防団」の選手として今回の県大会に出場できますことは名誉であり、
誇りとするところであります。大会当日は、上位入賞を目指し、力の限り頑張りますので、皆さんの温かいご声援
よろしくお願いします。 
 
 消防団員募集中 ～あなたの力を消防団に～ 



羽
島
口
腔
保
健
協
議
会
主
催
の
「
歯

の
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
六
月

三
日
、
笠
松
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。 

当
日
は
、
フ
ッ
素
塗
布
、
歯
の
健

康
相
談
、
人
形
劇
な
ど
が
行
わ
れ
、

親
子
連
れ
な
ど
約
七
五
〇
人
が
訪
れ

賑
わ
い
ま
し
た
。 

ま
た
、
会
場
で
は
、「
歯
の
健
康

優
良
児
」
な
ど
の
表
彰
も
行
わ
れ
、

次
の
皆
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

当
町
関
係
分
　
　
　
　
　（
敬
称
略
） 

【
最
優
秀
賞
】 

・
笠
松
小
学
校 

岩
田
英
典
（
西
金
池
町
）
佐
藤
樹

里
（
朝
日
町
）
長
谷
川
尚
紀
（
宮

川
町
）
末
松
由
衣
（
緑
町
） 

・
松
枝
小
学
校 

宮
田
真
岳
（
田
代
）
日
比
野
未
来 

（
田
代
）
岩
田
啓
一
朗
（
北
及
）
小

島
葵
（
長
池
） 

・
下
羽
栗
小
学
校 

可
児
陽
（
米
野
）
松
原
弘
和
（
米

野
）
安
藤
千
春
（
江
川
）
鎌
田
妙

（
円
城
寺
） 

 

歯
の
図
画
・
ポ
ス
タ
ー
部
門 

【
優
秀
賞
】 

・
笠
松
小
学
校 

小
木
曽
天
音
（
西
宮
町
）
竹
本
輝

一
（
門
前
町
）
後
藤
啓
（
西
金
池

町
） 

・
松
枝
小
学
校 

金
森
和
（
門
間
）
植
村
佳
南
（
長

池
）
山
田
日
菜
（
田
代
） 

・
下
羽
栗
小
学
校 

今
井
沙
英
（
米
野
）
都
築
千
空
（
江

川
）
中
川
真
咲
美
（
江
川
） 

 

高
齢
者
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
部
門 

【
優
秀
賞
】 

鳥
谷
天
洋
美
（
長
池
）
大
神
静
子

（
円
城
寺
）　
河
田
俊
一
（
中
新
町
）

仁
田
原
サ
ツ
キ
（
円
城
寺
）
高
橋

悦
子
（
瓢
町
）
増
田
幸
子
（
門
間
） 

【
奨
励
賞
】 

安
藤
千
江
子
（
奈
良
町
）
坂
井
田

富
士
子
（
下
柳
川
町
）
田
中
悦
治

（
江
川
）
荒
尾
吉
徳
（
田
代
）
犬

飼
富
子
（
上
新
町
）
田
島
和
年
（
無

動
寺
）
田
島
康
弘
（
無
動
寺
） 

  

対象となる家屋 

（①②③のいずれにも 

  あてはまるもの） 

 

減額される額 

減 額 期 間  

減額対象床面積 

申 請 方 法  

①昭和５７年１月１日以前から所在する住宅   

②建築基準法に基づく現行の耐震基準（昭和５６年６月１日施行）に適合する住宅   

③１戸当たりの対震改修に要した費用が３０万円以上  

改修家屋に係る固定資産税額の２分の１  

改修工事が完了した年に応じ、翌年度分の固定資産税から減額   

　平成１８年１月１日～平成２１年１２月３１日までの改修  ３年度分 

　平成２２年１月１日～平成２４年１２月３１日までの改修  ２年度分 

　平成２５年１月１日～平成２７年１２月３１日までの改修  １年度分 

　「住宅の耐震改修に係る固定資産税の減額申告書」に次の書類を添付してくだ

さい。 

①耐震改修が行われたことを証する書類    

建築士、指定確認検査機関、登録住宅性能評価機関が発行する「固定資産

税減額証明書」または、登録住宅性能評価機関が発行する「住宅性能評価

書の写し」（耐震等級に係る評価が等級１、等級２、等級３であるものに限る。） 

②耐震改修に要した費用を証する書類　   

１２０平方メートル相当分まで  

住宅の耐震改修に係る固定資産税の減額 住宅の耐震改修に係る固定資産税の減額 住宅の耐震改修に係る固定資産税の減額 
住宅の耐震改修工事を行った場合に、その住宅の固定資産税が減額される制度が平成１８年４月１日からできました。     

減額を受けようとする住宅をお持ちのかたは、改修工事完了後、３か月以内に「住宅の耐震改修に係る固定資産税の    

減額申告書」を税務課に提出してください。    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【問合先】 税務課  



ま ち づ く り ガ イ ド  ま ち づ く り ガ イ ド  

　光文庫整備基金活用事業 

町が取り組む施策や事業についてわかりやすくご紹介します 

かさまつ 

昨年５月の（株）光製作所からの寄附により、すべての小中学校図書室の整備を進め、学校図書室に「光文
庫」を創設いたしました。この整備事業では、図書室の全面改修工事、新書籍の購入、コンピュータ図書シス
テムの導入、テーブルやイスなどの備品の購入を行い、木を基調とした内装、木製家具などを多く用いて、木
のぬくもりを感じられるとても明るく綺麗な図書室へリフレッシュしました。また、蔵書するすべての書籍の
バーコードによるコンピュータ管理を導入し、貸出・返却が簡素となり、条件に見合う書籍の検索もとても容
易となりました。 

笠松小学校 松枝小学校 

下羽栗小学校 笠松中学校 

今回の整備に合わせ以下冊数の新書籍購入を行い、図書室蔵書の充実を図りました。今年度以降も計画的に

新刊などの書籍の購入を行い、蔵書の増加を進めてまいります。 

平成18年の光文庫整備事業残額の約1,200万円を「光文庫整備基金」としての基金積立を行い、平成
19年度以降の図書整備、おもに新書籍の購入に充てていく計画としています。 

また、各学校では「朝読書」の実施やさまざまな図書室行事などにより、すべての学力基礎となる確かな
読書力の向上を図り、読書を通じた豊かな人間性の育成を行ってまいります。 

今後も子供たちのために、より一層の図書室充実を図ります。 

学　校　名 

 

平成18年度新書籍購入数 

 1,071 

1,221 

1,469 

3,613 

 

笠松小学校 

松枝小学校 

下羽栗小学校 

笠松中学校 

 

10,242 

10,860 

6,173 

13,584 

 

323 

700 

323 

586

全蔵書数  

 

児童生徒数 
（平成１９年５月現在） 



町
交
通
安
全
婦
人
連
絡
協
議
会

の
総
会
が
六
月
ニ
十
日
、
役
場
で
開

催
さ
れ
、
町
婦
人
会
、
小
・
中
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
か
た
が
た
約
三
十
人
が

出
席
し
、
事
業
報
告
と
事
業
計
画

が
承
認
さ
れ
た
後
、「
交
通
事
故
に

対
す
る
自
覚
と
認
識
を
深
め
、
明
る

い
家
庭
、
住
み
よ
い
町
づ
く
り
」
を

目
指
す
宣
言
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
岐
阜
羽
島
警
察
署
の
田

口
交
通
課
長
よ
り
交
通
事
故
情
勢
の

説
明
が
あ
り
、
交
通
事
故
防
止
の
協

力
の
呼
び
か
け
が
あ
り
ま
し
た
。 

町老人クラブ連合会主催の「老人余技作品展」が５月２９
日から３１日までの３日間にわたり、福祉会館で開催されました。 

会場には、約２４０点余りの日本画をはじめ水彩画・油絵・
写真・盆栽・ちぎり絵・手芸などの力作が展示され、訪れ
るかたがたの目を楽しませました。 

挨拶隊トミダヤ前 

本
校
は
「
挨
拶
」
の
指
導
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
、
学
校
内

で
の
挨
拶
は
か
な
り
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
が
、
地
域
で
の
挨
拶
は
十

分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
小
学
生
は
、

日
頃
生
活
を
共
に
し
て
い
る
人
に
は

挨
拶
し
ま
す
が
、
ふ
れ
合
い
が
少
な

い
人
に
対
し
て
は
疎
か
に
な
り
が
ち

で
す
。
小
学
生
に
と
っ
て
「
自
分
と

関
係
が
深
い
人
」
は
、
家
族
や
友
達
、

先
生
な
ど
に
限
ら
れ
て
し
ま
う
の
で

し
ょ
う
。
大
人
で
あ
れ
ば
関
わ
り
が

浅
く
て
も
、「
挨
拶
は
人
間
関
係
の

潤
滑
油
」
だ
と
考
え
て
頭
を
下
げ
た

り
声
を
掛
け
た
り
す
る
の
で
す
が
、

子
ど
も
に
は
そ
う
し
た
発
想
は
あ
ま

り
な
い
よ
う
で
す
。   

と
こ
ろ
で
、
本
校
の
登
下
校
は
「
ふ

れ
あ
い
隊
」
や
「
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー

タ
ー
」
な
ど
、
地
域
の
多
く
の
か
た

が
た
に
よ
っ
て
安
全
が
守
ら
れ
て
い
ま

す
。
前
述
の
よ
う
な
子
ど
も
の
特
性

は
あ
る
に
し
て
も
、
日
頃
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
か
た
が
た
で
あ
る
こ
と
を

認
識
し
て
、
明
る
い
挨
拶
が
で
き
る

子
ど
も
た
ち
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。   

こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
昨
年
度

嬉
し
い
試
み
が
あ
り
ま
し
た
。
六
年

生
が
自
主
的
に
十
四
人
の
「
あ
い
さ

つ
隊
」
を
結
成
し
て
、
各
地
域
で
挨

拶
運
動
を
行
っ
た
の
で
す
。「
あ
い
さ

つ
隊
」
は
、
通
学
路
の
安
全
を
守
っ

て
く
だ
さ
る
地
域
の
か
た
が
た
に
挨

拶
で
き
る
学
校
に
し
よ
う
と
、
自
分

た
ち
が
見
本
を
示
し
て
運
動
を
展
開

し
ま
し
た
。
お
陰
で
、
通
学
路
に
立

っ
て
く
だ
さ
る
か
た
が
た
に
挨
拶
す

る
子
が
増
え
て
い
っ
た
の
で
す
。 

こ
の
運
動
の
推
進
役
に
な
っ
た
の
は
、

羽
島
郡
二
町
教
育
委
員
会
主
催
の
「
子

ど
も
サ
ミ
ッ
ト
」
に
出
席
し
た
二
人

の
六
年
生
で
す
。
サ
ミ
ッ
ト
で
の
課
題
、

「
地
域
と
の
関
わ
り
を
つ
く
ろ
う
」

を
受
け
、「
何
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
」

と
考
え
て
こ
の
運
動
を
生
み
出
し
ま

し
た
。 

こ
の
運
動
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
た
ち

の
気
持
ち
が
変
わ
っ
て
き
た
よ
う
で
す
。

「
知
ら
な
い
人
だ
か
ら
挨
拶
し
に
く
い

な
あ
」「
挨
拶
し
な
く
て
も
い
い
や
」

と
思
っ
て
い
た
子
も
、
実
際
に
「
お

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
の
声
を
出
し

て
み
る
と
「
気
分
が
よ
く
な
る
」「
心

が
通
じ
合
う
感
じ
が
し
た
」
と
い
う

の
で
す
。 

子
ど
も
た
ち
に
は
、「
人
間
関
係

が
深
い
か
ら
挨
拶
が
交
わ
せ
る
」
と

い
う
姿
に
留
ま
る
の
で
は
な
く
、「
思

い
切
っ
て
挨
拶
す
る
と
心
が
通
い
合
い
、

関
係
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
と

い
う
快
い
体
験
を
重
ね
て
い
っ
て
欲
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

松
枝
校
区
の
か
た
が
た
は
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
毎
日
挨
拶
の
声
を
掛

け
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
本
当
に

あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。
学
校
も
、「
勇

気
を
出
し
て
挨
拶
の
ボ
ー
ル
を
投
げ

る
」「
投
げ
ら
れ
た
挨
拶
の
ボ
ー
ル
は

必
ず
投
げ
返
す
」
こ
と
を
基
本
に
し

て
、
今
年
度
も
「
あ
い
さ
つ
隊
」
の

運
動
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。 

　
　
　
　
松
枝
小
学
校  

 

　
　
　
　
　 

校
長
　
柏
木
孝
彦 



 1388-1111 
　 387-5816 

 1387-6266 

 1388-7171 

1388-3231

1388-0161

〈お問い合わせは〉 

（町体育協会事務局） 

役 場  

歴史民俗資料館 

北 事 務 所  

福祉健康センター 

中 央 公 民 館  

松 枝 公 民 館  

総 合 会 館  

福 祉 会 館  

子育て支援センター 

町社会福祉協議会 

1387-0156 

1387-8432 

 1387-1121 

 1387-2664 

 1387-5332

FAX

各種健（検）診について 福祉健康課 

　７月および８月から始まる各種健（検）診については次のとおりです。 

健（検）診名 

フレッシュ健診 

基本健康診査 

（４０歳以上健康診査） 

乳がん検診 

子宮がん検診 

19～39歳 
7月13日・20日・ 
23日・24日 

500円 

40～69歳 

70歳以上 

40～49歳 

50～69歳 

70歳以上 

 

1,800円 

600円 

1,300円 

700円 

300円 

20～69歳 

70歳以上 

1,500円 

400円 

8月1日～ 
　　 10月31日 

8月1日～ 
　　   9月30日 

40歳以上 

40歳以上 
（2年毎） 

20歳以上 
（2年毎） 

対 象 者  実施月日 一 部 負 担 金  納付方法 案内・受診方法 

集
団
健
診 

病
院
健（
検
）診 

受診当日に医
療機関窓口で
支払ってくだ
さい。 

受診当日健診
会場で支払っ
てください。 

7月上旬に健診のご案内
を郵送します。 

8月1日号の広報と一緒
に案内を配布します。検
診票をお持ちになり受診
してください。 

8月1日号の広報と一緒
に案内を配布します。検
診票は医療機関にありま
すので、直接受診してく
ださい。 

※健（検）診の案内を配布するかたは、３月に実施した「健（検）康診査申込書」にて健（検）診を希望されたかたおよび前年度受診され、今年も
継続し受診希望のあるかた（ただし、乳がん・子宮がん検診は除く）です。 

町民テニス大会 町民ターゲット・バードゴルフ大会 
５月１３日（日）　緑地公園内テニスコート　　　（敬称略） 
 ◎一般男子の部 
　優　勝　尾関正臣・杉山陽介 
　準優勝　松枝つとむ・野尻健二 
　3　 位　吉村昌敏・榮喜　忍　　　 
 ◎一般男子の部コンソレ 
　優　勝　福田　譲・後藤智樹 
　準優勝　広瀬雄太・広瀬義明　　 
 ◎一般女子の部 
　優　勝　加藤幸子・倉橋裕子 
　準優勝　池場久佐子・大野由香里 
　3　 位　木部　栞・水野邑里　 
 

◎壮年男子の部 
　優　勝　増田隆司・伊藤晴夫 
　準優勝　後藤英健・岩田弘殻 
　3　 位　近藤正典・辻　英治 
 
 
◎初級女子の部 
　優　勝　木部　静・水野真衣 
　準優勝　佐藤歌織・堀江智恵　　　　 
◎混合ダブルスの部　　　　　 
　優　勝　松尾洋一・飯沼美登里 
　準優勝　鹿村竜之・大久保恵美　　　 
 

５月２０日（日）　トンボ天国芝広場　　　　　 （敬称略） 
 ◎シニア女子の部 

　優　勝　小川　幸 
　準優勝　大久保充子 
　3　 位　森美智江 
 

◎一般男子の部 
　優　勝　長谷部光由 
　準優勝　堀省一郎 
　3　 位　杉山雅郁 
◎一般女子の部 
　優　勝　長谷部百合子 
　準優勝　高橋かず枝 
　3　 位　徳田文子 
◎シニア男子の部 
　優　勝　山本義明 
　準優勝　森　寛剛 
　3　 位　吉永芳美 
 
 



1 

8 

15 

16 

22 

29 

 

日 医療機関名 所　　在 電　　話 

小島歯科医院  

ご と う 歯 科   

ゴトウ歯科医院  

高瀬歯科医院  

立松歯科医院  

さかえ歯科クリニック  

 

笠松町奈良町 

笠松町田代 

岐南町八剣 

岐南町上印食 

笠松町門間 

岐南町伏屋 

 

387－2848  

387－0955  

246－7215  

240－5050  

388－2078  

240－0644  

 

1 

8 

15 

16 

22 

29 

 

日 医療機関名 所　　在 電　　話 

片山クリニック 

伏  見  医  院 

サンライズクリニック 

吉 田 胃 腸 科 

渡 辺 小 児 科 

赤 座 医 院  

 

笠松町田代 

岐南町三宅 

岐南町野中 

笠松町門前町 

岐南町八剣 

岐南町上印食 

388-8700 

247-8828 

247-3322 

387-2217 

246-8882 

247-2626 

 ◆二次的病院は、すべての日程とも松波総合病院（田
代 1３８８-０１１１ ）です。 
※入院を必要とされるかたは、二次的病院に入院できる
ことになっています。 

【歯科系】診療時間　１０時～１６時 
【在宅当番医一覧表】 ※○印は祝日 

 1388-1111 
　 387-5816 

 1387-6266 

 1388-7171 

1388-3231

1388-0161

〈お問い合わせは〉 

（町体育協会事務局） 

役 場  

歴史民俗資料館 

北 事 務 所  

福祉健康センター 

中 央 公 民 館  

松 枝 公 民 館  

総 合 会 館  

福 祉 会 館  

子育て支援センター 

町社会福祉協議会 

1387-0156 

1387-8432 

 1387-1121 

 1387-2664 

 1387-5332

FAX

休日診療のお知らせ 福祉健康課 福祉健康課 心の健康相談 

（財）笠松町地域振興公社 
ことばの教室とあそびのひろば 

心の健康に関する相談に、精神科医が応じます。
お気軽にご相談ください。 
【月　　日】７月５日（木） 
【時　　間】午後２時～３時 
【場　　所】福祉健康センター 
【相 談 員 】精神科医師、岐阜保健所保健師 
【申込期限】７月４日（水） 
【申 込 先 】福祉健康課 1３８８-７１７１ 

子育てについて、心配なことをご相談していただく
ことばの教室があります。 

お子さまが、ことばが少ない・人見知りが激しい・
落ち着きがない・集団行動ができない・家庭での接し
方がわからないなど気になることをご相談ください。 
【開設日】毎週月～金曜日 
【時　間】午前８時３０分～午後５時３０分 
【場　所】福祉会館内ことばの教室 
【問合先】ことばの教室（福祉会館内） 1３８７‐１１２１ 
〔あそびのひろば〕 

ことばの教室内で楽しく親子で遊ぶことができます。
ぜひご利用ください。 
【日　時】毎月第１木曜日　午前１０時～１１時３０分 
　　　　　（９・１・３月は第２木曜日） 

平成１９年度「緑の募金」にご協力いただきまし
てありがとうございました。町では、皆さんからお
寄せいただいた募金を緑化推進事業に活用させて
いただきます。 

【募金総額】６９９，７０５円 

 

「緑の募金」活動にご協力ありがとうございました 

７月の休日当番医は次のとおりです。受診の際は必ず
保険証をご持参ください。 
なお、当番医が急用などで変更する場合がありますの

で、前もって役場で確認してください。 
下記以外については、羽島郡救急医療情報センター（羽

島郡広域連合消防本部内）へお問い合わせください。
1３８８-３７９９ 

【内科系】診療時間　９時～１６時 
【在宅当番医一覧表】 
 

※○印は祝日 



【月　日】 

【時　間】 

【場　所】 

7月25日（水） 

午後7時30分～ 

中央公民館 

子育てサロン「みんなで遊ぼっ」開催 
子育て支援センター 

ファミリーコンサート2007 
（クラシックのひととき） 中央公民館 

町では、皆さんの子育てをサポートすることを目的に、
乳幼児と保護者のかたが遊びをとおしてふれあう場、保
護者のかたの交流の場として子育てサロンを開催します。 

皆さん、お子さんと一緒にぜひ遊びに来てください。
また、当日は保育士や保健師が育児などの相談もお受
けします。 
【月　日】７月１９日（木） 
【時　間】午前１０時～１１時 
【場　所】第一保育所　遊戯室 
【対象者】乳幼児とその保護者 
【問合先】子育て支援センター 
　　　　　（第一保育所内 1３８７-２６６４） 
※車でお越しのかたは、中央公民館駐車場をご利用く

ださい。 

町民の皆さんに、生の音楽を家族で楽しんでいた
だくことにより、心豊かな生活を送っていただくた
めに、ファミリーコンサートを開催します。 
【月　日】７月１４日（土） 
【時　間】午後７時～ 
【場　所】中央公民館３階大ホール 
【出演者】「エレガンテ　ブリランテ」　 
※ハープを中心にフルート、コントラバスの楽器に
ソプラノの歌手が組み合ったグループ 

【曲　目】「千の風になって」など１０曲程度 
 

体力テスト開催のお知らせ 
町体育指導委員会 

成人（２０～７９歳）を対象にした体力テストを開催し
ます。「運動したいけれど激しい運動はどうも…」「学
生時代は動けたけれど、今、どれくらいの体力になって
いるのかな?」という皆さん、ぜひご参加ください。 
【月　日】７月２８日（土） 
【時　間】９時～正午 
【場　所】笠松小学校 講堂 
【種　目】握力、上体起こし、長座体前屈、反復横跳び
　　　　　立ち幅跳び、急歩または２０ｍシャトルラン 
【参加料】無料 
【服　装】運動のできる服装および屋内用の運動靴 
【申込期限】７月１７日（火） 
【申込先】総合会館または中央公民館　 
【問合先】羽島郡二町教育委員会1２４５-１１３３または   
　　　　　町体育指導委員会事務局（総合会館内） 
　　　　　1３８７-８４３２ 
 
 
 
　 
 

7月  1日（日）　海津資材杯 
       3日（火）　穂高特別 
       4日（水）　雷鳥特別（指定交流）・ 
　　　　　　　槍ヶ岳賞（指定交流） 
       5日（木）　乗鞍短距離特別・焼岳特別 
       6日（金）　第２回オッズパーク・ファンセレクション・イン笠松 
　　　　　　　　　　 （SPⅢ）・御岳特別・高賀の森水杯 

7月開催日 アルプス（ＳPⅢ）シリーズ（第６回） 

7月 16日（祝）　第６回飛騨牛カップ・ 
　　　　　　 キリンクラシックラガー杯 
     17日（火）　恵那峡特別 
     18日（水）　揖斐峡特別・蘇水峡特別（指定交流）・
　　　　　　 あじめ峡賞（指定交流） 
     19日（木）　第３１回サラ・クイーンカップ（SPⅢ）・ 
　　　　　　 付知峡賞 
     20日（金）　飛水峡特別・納涼賞 

納涼（ＳPⅢ）シリーズ（第７回） 

ホームページにてレース映像配信実施中 
NTTドコモ「FOMA」ライブ中継配信中 



 1388-1111 
　 387-5816 

 1387-6266 

 1388-7171 

1388-3231

1388-0161

〈お問い合わせは〉 

（町体育協会事務局） 

役 場  

歴史民俗資料館 

北 事 務 所  

福祉健康センター 

中 央 公 民 館  

松 枝 公 民 館  

総 合 会 館  

福 祉 会 館  

子育て支援センター 

町社会福祉協議会 

1387-0156 

1387-8432 

 1387-1121 

 1387-2664 

 1387-5332

FAX

ふれあおう in みなと公園★レク・ウォーキング 
町レクリエーション協会 

笠松町私立幼稚園就園奨励費 
補助金制度について 教育文化課 

岐阜県子育て家庭応援キャンペーン 
「ぎふっこカード」の交付について 子育て支援センター 暴力団に関するなんでも相談 

(財)岐阜県暴力追放推進センター 

【月　日】７月２９日（日） 
【時　間】午前７時～９時 
【場　所】笠松みなと公園芝広場（小雨決行） 
【参加費】１００円（保険料含む） 
　　　　　運動のできる服装で参加してください。 
【内　容】木曽川周辺のウォーキング・軽スポーツ　　 
【駐車場】三角駐車場をご利用ください。 
【主　催】町レクリエーション協会 
【事務局】中央公民館 1３８８-３２３１ 

町では幼稚園教育の振興を図るため、幼稚園就園奨
励事業を実施しています。この制度は現在当町に住民
登録があり、３歳児、４歳児および５歳児を私立幼稚園に
就園させている保護者に対し、所得の状況により幼稚園
設置者が保育料などの減免を行う場合、その額を町が
補助するという制度です。 

手続きなどについては、幼稚園を通じて文書を配布し
ています。詳しくは就園している幼稚園もしくは、教育文
化課（学校教育担当）までお尋ねください。1３８８-３９２６ 

県では、子育て家庭を地域社会全体で応援する岐阜
県子育て家庭応援キャンペーン事業を実施しています。 
【事業の対象となるかた】県内に在住する１８歳未満の
お子さんがいる世帯のかた 
【事業の内容】対象となる世帯からの申請により、「ぎふっ
こカード」が交付されます。キャンペーン参加店舗でカードを
提示すると、買い物のスタンプ加算や割引などの「特典」や、
買い物中の託児や、歩行器などの「応援」が受けられます。 
【カードの申請方法】申請者本人および１８歳未満のお
子さんがいることの確認ができる書類（健康保険証など）
をご持参のうえ申請してください。 
【カードの申請先】役場福祉健康課窓口、福祉健康セ
ンターまたは、岐阜振興局振興課のキャンペーン事業受
付担当窓口。 
【参加店舗】参加店舗には県から配布されたステッカー
が店頭に掲示されています。 
【特典・応援内容の確認】カード申請時に、参加店舗の
名称、所在地、特典・応援内容が記載された一覧表をお
渡しします。また、キャンペーン事業のホームページでも確
認することができます。 

（http://www.pref.gifu.lg.jp/pref//s11121/campaign/） 
【問合先】子育て支援センター 1３８７-２６６４ 
　　　　 岐阜振興局振興課 1２６４-１１１１（内線２１３） 
　　　　 岐阜県総合政策課 1２７２-１１１１（内線２０６１） 

暴力団は、その姿を不透明にして活動を一層多様化・
巧妙化させ、私たちの日常生活や経済取引に巧妙に介
入してきます。 

暴力団からの被害や不当要求を防止するためには、
断る勇気、相談する勇気、届ける勇気が必要です。 

暴力団による被害などでお困りのかたは、どんなことで
もお気軽にご相談ください。秘密は厳守します。 
【相 談 員 】警察OBの経験豊かな暴力相談員が常駐 
【相談方法】面接・電話・文書 
【相談日時】月～金曜日 午前９時～午後５時 
【相談費用】無料 
【問 合 先 】（財）岐阜県暴力追放推進センター  
　　　　　　1277-1613 岐阜市藪田南５丁目１４番地１ 
　　　　　　http://www.ccn2.aitai. ne.jp/̃gifu-b/

児童館駐車場が完成 
児童館（田代）駐車場が児童館園庭東側道路沿い

に完成しました。 
この駐車場には、身体障害者や乳幼児を連れた利用

者の皆さんの専用スペースも整備しましたので、ぜひご
利用ください。 
なお、行事開催時などは従来どおり園庭を開放します。 
 



1388-1111　 

1388-1112　 

1388-1113　 

1388-1114　 

1388-1115　 

1388-1116　 

 

〈各課直通電話〉 

 総 務 課  

税 務 課  

企 画 課  

環 境 経 済 課  

住 民 課  

福祉健康課（窓口） 

福祉健康センター  

建 設 課   

水 道 課   

会 計 課   

議 会 事 務 局  

1388-7171　 

1388-1117　 

1388-1118　 

1388-1119　 

1388-1110 

第１８回岐阜県畜産フェア開催のご案内 
“ ぎふの畜産まるかじり in 東濃牧場” 

夏の交通安全県民運動  夏の交通安全県民運動  

「ゆずりあう心で 
　　　夏の交通事故防止」 
 

青少年の非行問題に取り組む全国強調月間 
町青少年育成町民会議 

７月は「青少年の非行問題に取り組む全国強調月間」
です。　 
町青少年育成町民会議では、期間を通して町民の

皆さんの非行防止に対する意識を高め、地域ぐるみで
青少年を守り・育てる環境を築いていきます。 
また、法務省の「社会を明るくする運動」とあわせて

次のとおり「非行防止街頭啓発活動」を行います。 
ご協力をお願いします。 

【日　　時】７月１日（日）　午前１０時から正午まで 
【啓発場所】笠松駅、トミダヤ笠松店、ユーストア笠松店 
【参加団体】 町青少年育成町民会議、羽島保護区保
　　　　　　護司会、羽島更生保護女性会、ボーイス
　　　　　　カウト羽島第１団、町子ども会育成協議会 

夏休み企画 

昔の遊び 凧 
歴史民俗資料館 

【期　間】７月１８日（水）～９月９日（日） 
【開館時間】午前９時～午後５時 
【休館日】月曜日 
【入館料】無料 
 1３８８-０１６１ FAX ３８８-０１８５ 

わがやのエコ自慢大集合 環境経済課 
あなたの家庭におけるごみ減量、リサイクル活動など

の省資源、省エネへの取り組みの実践事例を大募集！ 
毎日少しずつやっていること、楽しく取り組んでいること、

皆さんにぜひお勧めしたいことなどなど…家庭・団体・
企業などの取り組みを広く募集します！  
※応募者の皆さんにエコグッズをお渡しします。 
【応募・問合先】環境経済課　 　　　　　　              

７月２８日（土）、２９日（日）に恵那市長島町の東濃牧場
で「第１８回岐阜県畜産フェア」を開催します。 

夏休みの思い出づくりとして、標高７００ｍの涼風のなか、
岐阜県の畜産物、特産品がいっぱいのフェアで、ゆっくり
牧場体験をしてみませんか。 
【開催日時】７月２８日（土） 午前１０時～午後４時 
　　　　　　　２９日（日） 午前９時～午後３時 
【開催場所】岐阜県東濃牧場（恵那市長島町鍋山） 
【行事内容】（都合により変更することがあります） 
 

県畜産 
銘柄品 
コーナー 
 
 
 
 
 
 

体験 
コーナー 
 
 
 
 
 
 

イベント 
ステージ 
コーナー 
 
 
 
 
特産品販売 
コーナー 
 
 

県内銘柄 
畜産物の 
ＰＲと試食 
 
 
 
 
 
 
畜産を体験 
 
 
 
 
 
みんなで 
畜産ゲームを 
楽しもう 
 
 
 
 

県内畜産物や 
名産品の販売 
 
 

飛騨牛焼肉・県内産豚肉の試食 

県内産牛乳の試飲 

奥美濃古地鶏、地元鶏卵、蜂蜜などの販売 

乳牛の乳搾り 

小動物とのふれあい、ポニーへの乗馬 

牧草遊び、子豚のお絵かき、ちびっ子獣医さん 

畜産ゲーム、長靴飛ばし、牧草すもう、牛乳の早飲み 

畜産○×クイズ、畜産ワードビンゴ 

各地域畜産名産、特産品の販売 

東濃地域「道の駅」などの出店・販売 

 

 

コーナー名 内　　容 

【主催・問合先】社団法人 岐阜県畜産協会 〒500-8385　
　　　　　 岐阜市下奈良２丁目２番１号 岐阜県福祉農
　　　　　  業会館内 1２７３-１１１１（内線２６１６）　           
　　　　    E-mail gifulivestock@gifu-wagyu.net 
 



花火写真コンテスト作品募集 

【問合先】かさまつまちづくりイベント実行委員会事務局  役場環境経済課  1388 - 1114

 1388-1111 
　 387-5816 

 1387-6266 

 1388-7171 

1388-3231

1388-0161

〈お問い合わせは〉 

（町体育協会事務局） 

役 場  

歴史民俗資料館 

北 事 務 所  

福祉健康センター 

中 央 公 民 館  

松 枝 公 民 館  

総 合 会 館  

福 祉 会 館  

子育て支援センター 

町社会福祉協議会 

1387-0156 

1387-8432 

 1387-1121 

 1387-2664 

 1387-5332

FAX

【月　　日】８月１９日（日） 
【時　　間】午前９時～ 
【場　　所】緑地公園内テニスコート 
【参加資格】町内に在住・在勤・在クラブのかた 
【種　　目】①一般男子の部（高校生以上） 
　　　　　　②一般女子の部（高校生以上） 
　　　　　　③中学生以下男子の部（小学生以上） 
　　　　　　④中学生以下女子の部（小学生以上） 
【参 加 料 】１人１００円 
【申込期限】８月１０日（金）まで 
【申 込 先 】町体育協会事務局（中央公民館内） 
 

町民ソフトテニス大会 町体育協会 町民ソフトボール大会 町体育協会 
【日　　時】８月２６日・９月２日・９日（日）　午前８時３０分～ 
【場　　所】米野運動場 
【参加資格】町内単位で構成されたチーム（町内在住
　　　　　　のかた２０人以内）で１町内３チームまで 
【種　　目】　　ファーストピッチの部 
　　　　　　　スローピッチの部 
【 参加料】１チーム２,０００円（大会当日徴収） 
【申込期限】７月２４日（火） 
【申 込 先 】町体育協会事務局（中央公民館内） 
◎組み合わせ抽選会 
【日　　時】８月３日（金）　午後７時３０分～ 
【場　　所】中央公民館集会室 

今年も「笠松川まつり」を８月１５日に笠松みなと公園で開催します。ぜひ、ご来場ください。 
また、メモリアル花火の協賛などの募集を行っています、多数のご応募をお待ちしています。 
 

　笠松川まつり時に、花火に皆さんの記念や想い出のメ
ッセージを添えたメモリアル花火（３号玉）を打ち上げま
すので、多くのお申し込みをお待ちしています。 
【日　　時】８月１５日（水）午後７時４５分～ 
【場　　所】笠松みなと公園（川まつり会場） 
【コメント数】氏名、会社名を除いて１５文字以内 
【協 賛 金 】１発に付き５，０００円　 
※花火中止の場合はちらし掲載料など手数料（１,０００円）
　を差し引いた額を返金します。 
【申込方法】役場環境経済課、松枝公民館、総合          
　会館、商工会にある申込書に協賛金を添えて申し込み
　ください。 
【締め切り】７月２０日（金） 
 

メモリアル花火協賛募集 

　笠松川まつり時に、万灯流しなどのお手伝いをしてい
ただくボランティアスタッフを募集します。 
【日　　時】８月１５日（水）午後６時～９時３０分頃 
【場　　所】笠松みなと公園（川まつり会場） 
【募集人数】２４人（町内に在住、在勤の中学生以上のかた） 
【申込方法】環境経済課、松枝公民館、総合会館、商工
　会にある申込書に記入の上申し込みください。 
【締 切り】７月２０日（金） 
 

ボランティアスタッフ募集 

　あなたの写真が来年の「笠松川まつり」のポスターに！ 
【テ ー マ 】｢花火と万灯流し｣ 
【応募資格】どなたでも応募できます。（プロ・アマ問い
　　　　　 ません） 
【応募規定】①本人が撮影した未発表オリジナル作品
②１人１作品　③カラー写真（加工写真可）　④大き
さは六切りまたはＡ４サイズ　⑤プリントのみ、折ったり
丸めないこと⑥作品の裏に住所、氏名、電話番号、写
真タイトルを記入のこと（画像データもあれば提供くだ
さい。10MB以上）（加工作品はその旨明記）　⑦作
品は２００８年ポスターやチラシなどのコンテンツに使用 

【応募方法】郵送または持参 
【応 募 先】〒501-6181 笠松町司町１番地 笠松町役

場 環境経済課内 かさまつまちづくりイベント実行委
員会　写真コンテスト係 1388-1114 

【応募締切】２００７年９月３日（月）必着 
【　賞　】町長賞・町議会議長賞・町内会連合会長賞・

商工会長賞・社協会長賞１作品（副賞あり） 
【注意事項】①応募作品は返却しません　②応募作

品の著作権は主催者である「かさまつまちづくりイベン
ト実行委員会」に譲渡されます。　③他の権利者（被
写体の肖像権など）を含む著作物を使用する場合は
必ず権利者の承諾を得たうえでご応募ください。 
 



1388-1111　 

1388-1112　 

1388-1113　 

1388-1114　 

1388-1115　 

1388-1116　 

 

〈各課直通電話〉 

 総 務 課  

税 務 課  

企 画 課  

環 境 経 済 課  

住 民 課  

福祉健康課（窓口） 

福祉健康センター  

建 設 課   

水 道 課   

会 計 課   

議 会 事 務 局  

1388-7171　 

1388-1117　 

1388-1118　 

1388-1119　 

1388-1110 

羽島郡広域連合消防職員を募集 
羽島郡広域連合総務課 

第37回笠松町美術展ポスター募集 
町美術展実行委員会 

【採用予定人員】　男子職員　若干名 
【受験資格】 

区　分 

 

第1種（大学卒業程度） 第2種（高校卒業程度） 

年　齢 
要　件 
 

その他 

昭和57年4月2日から昭和
61年4月1日までに生まれ
たかた 

昭和61年4月2日から平成
2年4月1日までに生まれた
かた 

・日本国籍を有するかた 
・成年被後見人、被保佐人（準禁治産者を含む）でな
いことやその他公務員として法律的に欠格事項が
ないかた 

【試験日時・場所・方法】 

区　　分 

 

第1種・第2種 

第
１
次
試
験 

（
第
１
次
合
格
者
の
み
） 

第
２
次
試
験 

日　　時 

場　　所 

試験方法 

日　　時 

場　　所 

試験方法 

 

９月１２日（水）午前９時～ 

笠松中央公民館 

教養・体力・適正試験 

１０月上旬(予定) 

羽島郡広域連合 

口述試験 

 【採　　用】平成２０年４月１日 
【申込期間】第１種・第２種　７月２日（月）～７月３１日（火） 
【申込方法】消防本部総務課に申込用紙がありますので、
　　　　　 必要事項を記入のうえ提出してください。 
※土曜日・日曜日および祝日は申込受付、申込用紙のお渡
しは行いません。 

※申込受付、申込用紙のお渡しは、午前８時３０分から午
後５時３０分までです。 

【申込・照会先】羽島郡広域連合総務課  
　　　　　 美笠通３丁目２５番地 1３８８-１１９６ 
 

自衛官などを募集 自衛隊岐阜地方協力本部　 
岐阜事務所 

 

【問合先】自衛隊岐阜基地内（各務原分室 1３８３-５１１８）  

募集種目 

一般曹候補生 

２等陸・海・空士（男子） 

２等陸・海・空士（女子） 

航空学生（パイロット） 

看護学生（看護師） 

受験資格 

１８歳以上２７歳未満 

１８歳以上２７歳未満 

１８歳以上２７歳未満 

高卒（見込含）２１歳未満 

高卒（見込含）２４歳未満 

受付期間 

8/1（水）～9/7（金） 

9月中旬まで 

8/1（水）～9/7（金） 

8/1（水）～9/7（金） 

9/7（金）～9/28（金） 

１次試験 

9/17（月） 

9月中旬 

 

9/22日（土） 

10/14日（日） 

9/24日（月） 
または9/25日（火） 

 

　木曽川の清流はわが町の誇
りです。そんな身近な川をいつ
までも美しく保ち、未来へ引き継
ぐことは私たちひとりひとりの努
めです。 
　日頃から河川美化に心がけま
しょう。 
―国土交通省　木曽川上流河川事務所― 

美術展の充実とデザイン部門の育成のため、第３７回

美術展のポスターを募集します。 

【作品規格】◆語句を入れずに図柄のみ 

　　　　　　◆色数制限なし 

　　　　　　◆紙質自由、大きさＡ３（２９７ｍｍ×４２０ｍｍ）

　　　　　　　または四ツ切画用紙サイズ 

※ただし、ポスターはＡ２（４２０ｍｍ×５９４ｍｍ）で作成します。 

※ポスターとして使用するため、作品に次の語句を入れます。 

・第３７回笠松町美術展 

・期日　１１月３日（土）～１１月５日（月） 

・場所　笠松中央公民館・町民体育館 

・部門　日本画、水墨画、洋画、版画、彫塑・工芸、書、

　　　  写真、デザイン、 

・主催　笠松町美術展実行委員会 

・チャリティ小品展同時開催 

【応募資格】町内在住者、在勤者、在学者（中学生

　　　　　　以上）、出身者および町内での学習者 

【応募点数】１人３点まで 

【出 品 料 】無料 

【審査・賞】審査を行い、最優秀賞１点、優秀賞２点を

　　　　　　表彰（最優秀作品をポスターに使用） 

【応募締切】７月３１日（火） 

【応 募 先 】中央公民館 

【問 合 先 】町美術展実行委員会（中央公民館内） 

 

 

 



今月のお休みは、７月２日（月）２９日（日）・３１日（火）です。 
中央公民館・松枝公民館・総合会館の図書室には、毎週新しい本が入ってきます。 
新着本は、ホームページの蔵書検索からご覧いただけます。 

図書室休室日のお知らせ 

保健 （健診・予防接種・相談・教室など） 
内　　容 日（曜日） 受付時間 場　所 

お誕生教室 

 にこにこ教室 

 

乳児健康診査・ＢＣＧ予防接種 

 １歳６か月児健康診査・ 
フッ化物塗布 
 ３歳児健康診査・ 
フッ化物塗布 
 

１３：２０～１４：１０ 

１３：１０～１３：５０ 
 

  ９：２０～１０：００ 

  ９：２０～  ９：３０ 

１０：００～１１：３０ 

１３：００～１４：３０ 

１３：００～１３：１０ 

１０：００～１１：３０ 
 

１３：００～１４：３０ 

１３：３０～１４：３０ 

１０：００～１１：３０ 

１３：３０～１４：３０ 
 

１４：００～１５：００ 

１０：００～１１：３０ 

１３：３０～１５：１５ 
 

  
９：３０～１１：１５ 
 

１３：３０～１５：１５ 

 

１０：００～１１：３０ 

 

 

  ９：００～１１：３０ 

１３：００～１５：００ 

 

  ９：００～１２：００ 

１３：３０～１６：００ 

　３日(火） 

１２日（木） 

２６日(木） 

３１日（火） 

２６日(木） 

　３日(火） 

２５日(水） 

２５日(水） 

　３日(火） 

１１日(水） 

２５日(水） 

３１日(火） 

　３日(火） 

１１日(水） 

３１日(火） 

５日（木） 

２５日（水） 

　５日(木） 

１９日（木） 

４日(水） 

２５日（水） 

１８日(水） 

９日（月） 

１０日（火） 

１３日（金） 

１３日（金） 

２０日（金） 

２３日（月） 

２４日（火） 

　
４日(水） 

歯みがき教室 

 

 プレパマクラブ 

 

育児相談・ 

マタニティ相談 

 

 

 

 

健康相談 

 

 

 
心の健康相談 

 

 

 

障害者巡回相談 

転倒予防教室 

 

 

認知症・閉じこもり予防教室 

 

ふれあい喫茶 

 

 

 

フレッシュ健診 

貯筋（ちょきん）くらぶ 
（筋力アップ教室） 
 
 

献　　血 

 

 

福祉健康センター 

下羽栗会館 

福祉健康センター 

福祉会館 

下羽栗会館 

福祉健康センター 

 

総合会館 
 

 

福祉健康センター 

 

総合会館 

福祉健康センター 

福祉会館 

下羽栗会館 

中央公民館 

松枝公民館 

福祉健康センター 

ギフメン（株） 

岐阜県産業技術センター 

福祉健康センター 

 

 

福祉健康センター 

 

 

第一保育所 

相 談 
内　　容 

悩みごと相談 

行 政 相 談  

人 権 相 談  

心配ごと相談 担当地域民生委員の在宅相談 

在宅相談　行政相談委員 

　岩田　修　宮川町５７　　1387-3718 

　川口　淑　門間６６６　　1388-2178

在宅相談　人権擁護委員 

　保母勝壽　弥生町３０　　1387-2782 

　則竹　緑　東陽町３６-３　1387-9625 

　後藤　稔　北及町１１８３　1388-1495 

　杉原貴子　中野町２５６　 1388-1496

在宅相談　身体障害者相談員 

　南谷隆行　上本町２６　　1387-2247 

　早水春生　西宮町１３１　 1388-0029 

　河尻和男　北及１９０２　  1387-5788 

　堀場靖隆　円城寺９２９　 1388-3791

福祉会館 

日（曜日） 

11日（水） 
13：00～15：00

18日（水） 

受付時間 場　所 

身体障害者相談 

【賞　　金】1等・前後賞合わせて 3億円　2等 1億円 
　　　　　　※当たり実感のある少額賞金が豊富に！ 
【収 益 金 】市町村の明るく住みよいまちづくりに使われます。 
【発売期間】７月１９日（木）～８月７日（火） 
【抽 選日】８月１６日（木） 

発売間近  発売間近  

7月15日家庭の日 
 

家族みんなが、安全に心がけ 
事故のないように努めましょう 

今月の納税・納付 
固定資産税　　　2期分　　　　　　　 
国民健康保険税　4期分 
介護保険料　　　2期分 



国民年金保険料を免除する 
制度があります 
国民年金保険料を免除する 
制度があります 
国民年金は、２０歳以上６０歳未満のすべてのかたが加入する制度ですが、経

済的な理由などで保険料の納付が困難な場合は、申請により保険料の納付が免
除または猶予となる制度が利用できます。 

 ○制度の種類 

・「全 額 免 除 制 度 」→　保険料の全額が免除 
・「４分の１納付制度」→　保険料の４分の１を納付（残り４分の３が免除） 
・「半 額 免 除 制 度 」→　保険料の２分の１を納付（残り２分の１が免除） 
・「４分の３納付制度」→　保険料の４分の３を納付（残り４分の１が免除） 
・「若年者納付猶予制度」→　保険料の全額を納付猶予（３０歳未満のかたに限る） 

これらの制度をご利用いただく場合は、本人、配偶者、世帯主の前年の所得が、それぞれ一定の基準額以下であるこ
とが条件です。 

また一部納付制度は、納付すべき一部保険料が未納となった場合は、一部免除が無効となり、老齢・障害・遺族基礎
年金の受給資格期間には含まれませんので、必ず一部保険料を納付していただく必要があります。 

 ○保険料の追納 

免除や猶予された保険料については、将来受け取る年金額が少なくならないよう、１０年以内であれば後から保険料を納
付することができます。この場合、承認を受けた期間の翌年度から起算して３年度目以降に納付する場合は、経過した年
数に応じて加算額が上乗せされますので、早めの追納をお勧めします。 

 ○退職(失業)の特例 

免除・納付猶予には、退職（失業）の特例があります。免除申請は、原則として本人・配偶者・世帯主のかたの前
年の所得で審査されますが、これらのかたの中で申請する年度または前年度に退職したかたは、「雇用保険受給資格者証」
または「雇用保険被保険者離職票」の写しを添付していただくことで、そのかたの所得審査が不要となります。 

免除などの申請は①年金手帳②印鑑を持参して役場住民課で行ってください。 

〈問合先〉 
岐阜南社会保険事務所 
1273-6161
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に
よ
る
被

害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
に
は
、

日
ご
ろ
か
ら
の
備
え
が
大
切
で
す
。

す
で
に
準
備
し
て
あ
る
家
庭
も
、

も
う
一
度
再
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 4
・ 

１・ 2
・ 

3
・ 台

風
が
来
る
前
に 羽

島
郡
広
域
連
合
 

1
3
8
8-

1
1
9
5



楽しみながら汗をかきませんか？　ＭＩＸエアロビック 

皆
さ
ん
は
、
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
ス
と
聞

く
と
「
激
し
い
運
動
で
つ
い
て
い
け
な

い
」
と
か
「
リ
ズ
ム
感
が
無
く
て
」

と
思
わ
れ
る
か
た
が
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

私
た
ち
の
Ｍ
Ｉ
Ｘ
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
は
、

音
楽
に
合
わ
せ
て
動
く
だ
け
で
は
な

く
、
ボ
ー
ル
を
使
っ
た
筋
力
ア
ッ
プ
、

肩
こ
り
解
消
な
ど
の
運
動
も
取
り
入

れ
て
い
ま
す
。 

サ
ー
ク
ル
に
入
っ
て
か
ら
「
ひ
ど
い

肩
こ
り
が
楽
に
な
っ
た
」
と
か
「
汗

が
良
く
出
て
代
謝
が
よ
く
な
っ
た
」

と
い
う
声
が
聞
か
れ
ま
す
。 

一
度
見
学
に
来
て
み
ま
せ
ん
か
。 

【
活
動
日
】　
毎
週
金
曜
日
 

　
　
　
　
　
午
後
８
時
〜
 

【
場
　
所
】　
ス
ポ
ー
ツ
交
流
館
 

【
連
絡
先
】　
田
島
志
保
宅（
無
動
寺
）

　
　
　
　
　
1
３
８
７
ー

３
４
５
９
 

はじめまして！　純礼です。 

毎日お家の中を歩き回っているよ。 

転んだりもするけど大丈夫。 

今のお気に入りは、パパの財布の 

中身を出すことです。 

ボールを追いかけたり、絵本を読んだり 

雑誌をやぶいたり　毎日忙しく遊んでいます。 

僕の特技は　パパのメガネをとること！ 

困った顔が面白いんだぁ！！ 

■ 

町
の
行
政
情
報
を
い
ろ
い
ろ
と
聞

き
た
い
の
で
す
が
、
ど
ん
な
方
法
が
あ

る
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

■ 

町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
や
町
民

団
体
が
、
町
の
行
政
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
た
め
の
会
合
や
研
修
会
な
ど

を
開
催
さ
れ
る
場
合
に
、
町
職
員
を

広
報
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
派
遣
し
、
町
の

行
政
情
報
を
提
供
す
る
「
ふ
れ
あ
い

広
報
サ
ー
ビ
ス
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
事
業
を
ご
利
用
い
た
だ
く
に
は
、

実
施
計
画
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。

計
画
書
の
様
式
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

【
問
合
先
　
企
画
課
】 

QA

このコーナーでは、日
ごろ町民の皆さんか
ら役場へ寄せられる
質問・意見などを回答
とともに紹介します。 

まちの人口 
平成１９年6月1日現在 

人　口 

男 

女 

世帯数 

22,434人 

10,810人 

    11,624人 

7,909世帯 

（増  2）  

（増  6）  

（減  4） 

（増  8）  

  

前月比 

●発行・編集／笠松町・企画課 〒５０１-６１８１ 岐阜県羽島郡笠松町司町１ 1058-388-1113  FAX.058-387-5816
ホームページアドレス http://www.town.kasamatsu.gifu.jp/

この広報紙は再生紙を使用しています。 
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